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逗子市議会合和2年第3回定例会が9月3日から30日

まで行われました。

定例会では令和元年度の決算審査や新型コロナウ

イルス感染症への追加対策に伴う一般会計補正予算

など議案13件を可決しました。9月28日には田中英一郎

が、29日には田幡智子が一般質問を行いました。

公明、性犯罪に関する刑法見直しを求める意見書を提案
逗子市議会公明党は性犯罪に関する刑法規定の見直し

を求める国への意見書を提案しました。

国会で性犯罪に関する刑法の規定が平成29年、公明党

の主導により「「0年ぶりに改正されました。しかし強制性交

罪には脅迫、暴行を伴っていることが成立要

件です。ただ3年後に見直す規定が盛り込ま

れていることから、逗子市議会公明党は見直しを求める国

への意見書を提案、全会一致で可決されました。

公明党の要望が反映 ずし応援券・ずし応援プレミアム付商品券
新型コロナウイノレス感染拡大の影響で落ち込んだ市内

の消費を活性化させ、市民の生活の下支えを行うための商

品券事業について市議会公明党は、6月の第2回定例会で

資金がないためプレミアム商品券を購入できない人がいる

ことを指摘。それを踏まえ全市民を対象にl人2,000円分が

配布される「ずし応援券」となりました。「「月中に世帯全員

分が特定記録郵便で送付され、市内の参加店舗で使用す

ることができま‾九

一方、 l冊「0,000円で購入し額面金額

「3,000円の買い物ができる「ずし応援プ

レミアム付商品券」は、市内のいわゆる個

人店舗で使用できる「専用券」と、大型店

舗及び本部直営のチェーンストアを含め

た参加店舗全店で使用可能な「共通券」の2種類が発行さ

れま一九〇 l月「0日から市内店舗、逗子市商工会及び逗子市

役所などで販売され、令和3年2月28日まで使用できま‾九

防災・減災対策を進めます
●防災工事助成金の拡大

本年2月5日に池子2丁目地内で発生したがけ

崩れなど昨今の土砂災害を受け、民有緑地の土

地所有者がのり面の防災工事を積極的に行える

ように防災工事助成金が現行の80万円から200

市内に点在する危険なのり面 万円に拡充されました。

赤羽国土交通大臣に要望書を提出
田中英一郎と田幡智子は「0月「 3目、遠山きよひこ衆議院議員、三

浦のlぶひろ参議院議員と共に国土交通省を訪れ、赤羽一票国土交通

大臣に「通学路・バス路線の道路に接続する民有地の斜面対策に対

する要望書」を提出しました。

赤羽大臣からは、本年2月5目発生した池子の崩落事故について、

被害者にお悔やみを述べるとともに、痛ましい事故が二度と起こらな

いようにするため、国の支援策を早急にまとめ、地方自治体に伝える

ことを約束しました。

● 「管理伐採」を実施

市民の安全を最優先に考え、緊急的な災害防

止対策として、倒木等の被害を最小限に留める

ため、市道に隣接している緑地ののり面の高木・

支障木の伐採や枝払いなどを行う「管理伐採」

を、緊急点検等で早急に対応が必要とされた39

カ所で「0月から順次実施しま‾丸
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子幡智
の議会報告

第3回定例会 田幡智子の一般質問から

高
齢
者
の
健
康
に
効
果
あ
る

入
浴

-
弱
者
に
配
慮
を

田
幡
智
子
は
、
高
齢
者
入
浴
手
帳
(
入

浴
助
成
券
)
の
追
加
を
主
張
し
ま
し
た
。

沼
間
に
あ
る
市
内
唯
一
の
公
衆
浴
場
の

あ
づ
ま
揚
が
8
月
1
日
、
約
2
年
ぶ
り
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
再
開
を
待
ち
望

ん
で
い
た
高
齢
者
入
浴
手
帳
を
利
用
し
て

い
た
方
々
か
ら
大
変
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
入
浴
手
帳
は
公
衆
浴
場
を
高
齢

者
の
交
流
の
場
と
し
て
地
域
の
高
齢
者
や

多
世
代
と
の
ふ
れ
あ
い
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
の
健
康
維

持
・
増
進
の
観
点
も
重
要
で
す
。
終
戦
後
、

都
市
部
を
中
心
に
多
く
の
銭
湯
が
開
業
、

そ
の
当
時
に
建
設
さ
れ
た
風
呂
の
無
い
ア

パ
ー
ト
な
ど
が
現
存
し
て
お
り
、
そ
こ
に
暮

ら
す
高
齢
者
は
、
公
衆
浴
場
で
し
か
入
浴

が
で
き
ま
せ
ん
。

田
幡
智
子
は
、
今
年
の
夏
は
コ
ロ
ナ
禍
に

加
え
、
記
録
的
な
暑
さ
が
続
き
、
こ
れ
か
ら

は
寒
い
冬
が
く
る
と
し
て
、
自
宅
に
お
風
呂

の
無
い
方
の
健
康
増
進
を
図
り
、
孤
立
化

を
防
ぐ
た
め
に
も
入
浴
助
成
券
を
追
加

す
べ
き
と
し
ま
し
た
。
福
祉
部
長
か
ら
は
、

難
し
い
が
調
査
を
し
て
み
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

産
後
ケ
ア

母
親
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う

産
後
ド
ゥ
ー
ラ

田
幡
智
子
は
、
子
育
て
を
す
る
お
母
さ

ん
の
産
後
う
つ
や
虐
待
予
防
に
つ
な
げ
る

た
め
、
家
庭
へ
の
産
後
ド
ゥ
ー
フ
の
派
遣
制

度
を
提
案
し
ま
し
た
。

産
後
ケ
ア
は
、
助
産
師
等
に
よ
る
専
門

的
な
ケ
ア
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
事
業
で
、
現
在
、
産
後
4
か
月

ぐ
ら
い
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
を
対

象
に
宿
泊
型
と
適
所
型
が
あ
り
、
利
用
上

限
は
1
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
産
後

ド
ゥ
ー
ラ
と
は
、
専
門
の
資
格
を
持
っ
た

「
ド
ゥ
ー
フ
」
と
呼
ば
れ
る
女
性
が
各
家
庭

を
訪
問
し
て
、
妊
娠
中
や
睡
眠
不
足
と
不

安
で
い
っ
ぱ
い
の
産
後
の
母
親
の
家
事
や
育

児
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
こ
と
で
す
。
先
行
自
治
体
で
は
、
「
安
心

し
て
眠
る
こ
と
が
で
き
た
」
「
つ
く
っ
て
く
れ

る
ご
飯
が
お
い
し
い
」
等
と
評
判
で
す
。

み
、
現
在
コ
ロ
ナ
に
よ
る
相
談
事
業
が
増
え

て
い
る
福
祉
会
館
を
再
配
置
す
る
こ
と
を

提
案
し
ま
し
た
。

福
祉
会
館
の
再
配
置
に
よ
り
社
会
福

祉
協
議
会
が
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

立
ち
寄
れ
る
居
場
所
を
運
営
し
た
り
、
近

隣
の
医
療
関
係
者
と
連
携
し
て
災
害
時

の
福
祉
避
難
所
も
運
営
で
き
る
と
主
張

し
、
将
来
的
に
他
の
施
設
と
の
統
合
や
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
る
期
日
前
投
票
所
を
設
置

す
る
こ
と
も
提
案
し
ま
し
た
。

る
の
は
、
不
妊
の

原
因
検
査
な
ど

一
部
に
限
ら
れ
、

高
度
な
体
外

受
精
や
顕
微
投

経
営
企
画
部

長
か
ら
は
、
福
祉

会
館
の
老
朽
化
や

相
談
事
業
の
増

加
を
考
慮
し
た
配
-

置
計
画
の
検
討
を

吉

進
め
る
こ
と
と
行
卸

政
に
求
め
ら
れ
て

い
る
デ
ジ
タ
ル
化
を

田
幡
智
子
は
、
利
用
者
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
も
、
全

員
の
方
が
「
役
に
立
っ
た
」
と

回
答
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

市
で
の
実
施
を
訴
え
ま
し

リニューアルオープンした

あづま湯=沼問

た
。
教
育
部
長
か
ら
は
、
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
を

推
奨
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、
検
討
を

し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

東
逗
子
活
性
化
事
業
は

市
民
の
利
便
性
と

社
会
構
造
変
化
に
対
応
を

田
幡
智
子
は
、
東
逗
子
駅
前
用
地
活

用
事
業
に
つ
い
て
質
問
し
、
市
の
方
向
性
を

は
っ
き
り
と
示
す
こ
と
が
隣
地
所
有
者
と

の
協
議
を
進
展
さ
せ
る
と
指
摘
し
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
場
所
に
老
朽
化
が
最
も
進

検
討
し
て
い
き
た
い
と
し
、
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
長
か
ら
も
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
で

憎

さ
て
い
れ
ば
期
日
前
投
票
所
は
大
変
有
用

剛
に
な
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
田
幡
智

子
は
そ
の
他
に
も
一
般
質
問
で
新
公
会
計

制
度
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

不
妊
治
療
へ
の
保
険
適
用

公
明
の
主
張
実
現
へ
前
進

不
妊
に
悩
む
夫
婦
を
支
援
す
る
た
め
、

か
ね
て
公
明
党
が
訴
え
て
き
た
不
妊
治
療

へ
の
保
険
適
用
範
囲
の
拡
大
が
、
実
現
に

向
け
、
大
き
く
前
進
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
新
た
に
発
足
し
た
菅
義
偉
内
閣
で
、

菅
首
相
が
「
保
険
適
用
の
実
現
」
を
表
明

し
、
当
面
の
対
応
と
し
て
公
明
党
が
創
設

を
推
進
し
た
治
療
費
助
成
事
業
を
拡
充

さ
せ
る
考
え
で
す
。

現
在
、
不
妊
治
療
で
保
険
が
適
用
さ
れ

精
は
適
用
外

で
、
1
回
当
た
り
数
十
万
円
の
治
療
を
何

度
も
繰
り
返
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。
公
明

党
は
、
不
妊
治
癒
の
保
険
適
用
に
つ
い
て

1
9
9
8
年
の
新
生
公
明
党
結
成
大
会

で
採
択
し
た
「
基
本
政
策
大
綱
」
で
実
現

を
め
ざ
す
と
表
明
し
て
い
ま
す
。
不
妊
治

療
は
過
重
な
負
担
で
あ
り
、
経
済
的
な
事

情
で
治
療
を
受
け
ら
れ
な
い
人
た
ち
に
と
っ

て
も
希
望
と
な
り
ま
す
。
政
府
は
、
不
妊

治
療
の
実
態
に
関
す
る
調
査
研
究
を
1
0

月
中
に
も
実
施
す
る
方
針
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
事
業
を
推
進

発
熱
や
咳
、
倦
怠
感
な
ど
の
初
期
症
状

が
似
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
同
時
流
行
を
回
避
す

る
こ
と
は
医
療
現
場
の
負
担
軽
減
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
逗
子
市
で
は
接
種
率
の
向

上
を
図
る
た
め
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

逗
子
市
に
住
民
登

録
の
あ
る
人
で
6
5
歳

以
上
の
方
と
、
0
0
歳

以
上
6
5
歳
未
満
で
心

臓
"
腎
臓
"
呼
吸
器
の

機
能
又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
機
能
に
障
害
を
有
す
る
人
は
全
額

公
費
負
担
で
、
そ
れ
以
外
で
6
5
歳
未
満
の

方
に
は
上
限
1
5
0
0
円
が
助
成
さ
れ

ま
す
。
(
生
後
6
か
月
か
ら
1
2
歳
ま
で
は
2

回
ま
で
、
1
3
歳
か
ら
6
4
歳
ま
で
は
1
回
ま

で
助
成
)


